20190908レムナント教会1部
 恩忘れの天才(士師記8:33-35)
　
先程、長老さんが読みましたところにあるとおり、イスラエルの士師に立てられたギデオンが死にました。すると、すぐにいつもどおり見事に悪を行い、違う神の偶像の方に走っていきました。それだけではなくて、いままで300人の臆病者とともにイスラエルを助け、イスラエルのために戦っていたギデオンとギデオンの家族に対しての恩をすぐに忘れてしまうことになりました。これが士師記から見られるイスラエルの大きな一つの特徴です。どうしたらよくも神様の恵みを、恩を、そんなにもすばやく忘れてしまうのか。見事に冗談のように期待通り、予想通りに、神様の恵みを忘れて違う神の方に走ってしまうのか。このイスラエルにもしあだ名を付けるとすれば「恩忘れの天才」とつけることができるのではないかと思います。なぜイスラエルはこれほどまでに神様の恵みを忘れるようになるのでしょうか。神様の大きな奇跡を見て、神の勝利を味わったのにもかかわらず、また、ギデオンとその家族を通してその恩を頂いたのにもかかわらず、なぜこれほど見事に繰り返し神の恵みを忘れてしまうようになるのでしょうか。今日、その答えを教えられて、私たちはそれを繰り返さない勝利の道を歩んでいきましょう。

その理由は何かといいますと、イスラエルは実は霊的な感覚が麻痺していたからです。霊的な感覚が麻痺しているので、神様の御業を見たのにも関わらず、神様の力を体験したのにも関わらず、そして、それによる神様の勝利を味わったのにもかかわらず、そのすべてが肉止まりになってしまいます。肉で終わりなのです。ですから、そのすべての神の御業の解釈も肉に過ぎないものになるし、そのことによる喜びそのものも肉のものに過ぎない、そういうものになってしまいます。また、大変な時には神様に叫び求めます。それも肉なのです。霊的な感覚が麻痺しているがゆえに、すべてが肉止まりになってしまったということが、見事に恩忘れに走ってしまった理由です。
そうなると結局は、肉によって現実の様々な状況などに左右されるしかないのです。だから、辛い時には叫び求めて、少し安定して安泰になった時にはもう信仰などはいらない。このようにならざるを得ません。まるでイエス様の時代に、二匹の魚、五つのパンを通して、五千人以上の人が食べることができた奇跡を見たのにも関わらず、そこのほとんどの人がイエス様から離れて逃げていってしまったのと同じです。肉は肉、私たちを生かすものは霊であるとイエス様がおっしゃった時に、意味が分かりませんということで皆離れていったわけです。満腹の時には「イエス、ハレルヤ」と叫びながら、霊の話をすると「それは興味ありません」ということと同じ現象なのです。正確に申し上げると、神様の恵みを忘れたというよりは、霊的な感覚が麻痺しているがゆえに、神様のまことの恵みを知ることができなかったということが正確な答えです。このすべてのことの裏に、実はサタンが働いていたということになるわけです。サタンは神の恵みが何か知らないようにさせます。分かったかのように見えていても、実は本当には知らなかったので、周りから見ると恩忘れの天才の道を歩むしかないのです。これが本当の理由だったわけです。見事にサタンにやられていたということが恩忘れの天才になった所以です。イスラエルが知ることができなかった神様のまことの恵みとは、いったいなんでしょうか。神の御業と奇跡を見たのにも関わらず、サタンの邪魔によってまことの恵みにまでは届くことができなかった、その神様のまことの恵みとは、いったいなんでしょうか。神様が勝利と奇跡を通して、実はイスラエルに本当に与えようとしていた、本当に知らせようとしていたまことの恵みはなんでしょうか。
それこそがキリストなのです。罪を犯してどうにもならない滅びの運命に捕らわれている、自分の力ではどうしようもできない、その罪人を愛して、その罪から救うために神様は約束されました。女の子孫であるキリストを送ること、罪人である私たち人間を救うために、人類のために、キリストを送られること、これこそが恵みなのです。神様は奇跡の神様ではありますが、実はキリストの父なる神様なのだと言うことが分かること、それが恵みです。イスラエルはギデオンによって、そして、300人の臆病者を通して、不思議な奇跡を通して勝利を収めることができました。その理由はなんでしょうか。キリストを知らせるためです。そのすべてがキリストのためでした。それなのに勝利、ハレルヤはありましたが、キリストまでは届かなかったわけです。まことの恵みこそキリストなのです。
そして、このキリストが約束どおりにこの世に来られました。その方が処女マリヤから生まれたイエス様なのです。イエス様が神様の約束通りに犠牲のいけにえとして十字架にかけられて、救いのためのすべてを完了なさって、死の力を打ち破ってよみがえられました。そして、天に昇られることによって、救いのすべてを完成なさいました。これが恵みなのです。完成なさったので、身代わりとして一方的にすべてを全うされたので、罪人である私たち、なにもできない罪を犯すこと以外にはなにもできない私たち罪人に、値なしでただでそれをプレゼントとして与えることになりました。これを恵みと言うわけです。キリストが与えられること。なんのいさおもない私たち、値なしでただでこの救いを与えられること、これが恵みなのです。イスラエルは神様の奇跡を見ました。甘い汁を飲んだわけです。それにもかかわらず、この恵みにまでは届かなかった。なんと残念なのでしょうか。ですから、いままでにはなかった宇宙にはない新しい法則を通して、人間に救いの祝福を与えようとされたわけです。ただ信仰によって生きると。なにもいりません。このイエス様を信じる者は誰でも永遠のいのちの祝福が与えられる。これが恵みなのです。神の奇跡を見て病気が治ったのにもかかわらず、この恵みには届かなかったのです。そうすると、失敗を繰り返すようになります。本当はその人の人生になんの役にも立たないわけです。悪魔、サタン、霊的な問題には、なんの役にも立たないことになってしまいます。ただ神様の恵みによってこのイエス様を信じただけなのに、生まれながら神の御怒りを受けるべき滅びの運命を抱えて生まれた者が、そのすべての死と罪の原理から永遠に解放されるようになります。これが恵みなのです。実はイエス様を信じる前は、誰でも悪魔の子と呼ばれる者だったのに、イエス様を信じるだけで神を「アバ、父」と呼ぶことができる神の子どもの身分を得るようになります。これが恵みです。イスラエルはこの恵みに届くことはありませんでした。いままでは空中の権威を持つ支配者、サタンに従って偶像崇拝をするしかなかった者が、イエス様を信じることによって、その人の内側に聖なる助け主、聖霊が内住することになり、尊い貴重な神の神殿となることになります。誰がこのように変えられるのでしょうか。何が罪人をこのように聖められるのでしょうか。これこそが恵みなのです。たとえ死の影の谷を歩くことがあっても、これが恵みなのです。誰も奪うことはできません。どんな人間も一度は死にます。死んだ後は残念ながら罪人のまま、悪魔、サタンのために備えている地獄に落ちるしかない運命を抱えて生きていた者が、イエス様を信じることによって、天の御国の国籍が与えられ、永遠の天国を所有するようになります。いつ死んでも天国に迎え入れられるように保証されるようになります。これが恵みなのです。
だから、この世にいる間は、いままでとは違う、いままでの心配はすべて捨てて、なにを食べるか飲むか、そこら中の人と同じ理由、同じ欲望を持って生きる者ではなくて、ただ一つの理由、この暗やみの世に囚われているたましいを助ける聖なる理由、尊い価値ある理由のために生きる者、イエスの証人として生きる者に造り変えられます。これが恵みなのです。他の人は教授になるために、社長になるために、エンジニアになるために、芸術家になるために人生を注いで費やしていくでしょうけれども、神の恵みは、イエスを信じる者が何をどうするかに関係なく、イエスの証人として生きるようになります。イエスの霊が宿ることによって。多くの人が幸せのために、また、家庭を守るために、子どもを養うために、それが立派な理由だと思うでしょうけれども、神様は私たちに恵みを与えられました。イエス様を信じる瞬間、そういったすべては道具なのです。ただ一つの理由、いのちのためにイエスの証人として生きる、その尊い理由を抱えて、堂々と生きるものになりましたこと、それが恵みなのです。もちろん病気がいやされることも恵みの一つでしょうけれども、本丸の恵みはキリストなのです。
そして、この恵みは、どんな被造物も切り離すことができない、奪うことができない、取り返すことができない永遠のいのちの祝福なのです。そのような永遠のいのちの祝福の中を生きるようになりました。これが恵みです。特に士師記のイスラエルが悟ることができなかった、届くことができなかった、その恵みがいま申し上げましたこの内容です。それをまとめて申し上げるとキリストというわけです。イスラエルの失敗は、奇跡を見たのにもかかわらず、キリストを知ることができなかったことです。聖書は持っていて、自分なりに礼拝を捧げて、祈りの行為に走っていたのにもかかわらず、いけにえを捧げていたのにもかかわらず、キリストに届くことがなかったということです。それが恩忘れの天才と呼ぶしかない状態が繰り返されていた理由なのです。言い換えますとこのように言えるのではないでしょうか。イスラエルがそうであったならば、神様のまことの恵みが何かを正しく知り忘れることさえなければ、必ず勝利するのではないでしょうか。何か大変な努力をして、すごい何かを積み上げればではなくて、どんな状況、どのような人間でも、神様の本当の恵みさえ正しく分かって忘れることさえなければ勝利するわけです。ぜひ契約として心に刻み込んでください。これでだめなのか。あれでだめだろうといろいろややこしいことを考えていらっしゃるでしょうけれども、そうではありません。神様はそんなにケチな方ではありません。また、そんなにややこしい方でもありません。神様が与えられた本当の恵みが分かって、忘れることさえなければ勝利します。

ここから朗報です。私たち信者は、イエス様を信じる者は、このイスラエルが実は知ることができなかった、よそから見ると忘れてしまったその本当の神様の恵みを忘れることができない者になってしまいました。つまり、士師記を繰り返すことができないように、繰り返すことがないように、神様はいまを生きるイエス様を信じるひとりひとりを、神の恵みを絶対忘れることができない存在に造りかえられたということが福音なのです。信じてください。イエス様が最後の最後の場面でいちばん重要な晩餐の時にこのようにおっしゃいました。ヨハネ14：16-17、わたしが父の元に行きますと、もうひとりの助け主、聖霊様をあなたがたに送る。その聖霊、助け主が来られた時には、あなたがたの内側におられて、いつまでもともにおられるようになる。離れることなく、聖霊がともにおられるようになるとあります。そして、その続きとしてヨハネ14：26を見ると、その聖霊様が、わたしがあなたがたに教えたすべてのことばを思い起こしてくださり、忘れないようにしっかり覚えさせるようにしてくださるとおっしゃったのです。皆さんはそういう感覚がないかもしれませんが、キリストである十字架ですべて完了してよみがえられて天に昇られた勝利の主、その方が助け主、聖霊を通して信じるひとりひとりの内側に入ってともにおられます。これがいまを生きるイエス様を信じる特権であり幸いです。ですから、皆さんが忘れようとしても忘れることができません。聖霊様がキリストを思い起こしてくださるのです。神の本当の恵みを記憶させてくださるという存在であることを覚えていてください。

ですから、なにがあってもめげずに堂々と信者としていつでも告白してください。信者である私は、神の恵みを知ることができる者だ。信者である私は、神様の恵みを感謝することができる存在なのだ。信者である私は、神様の恵みを賛美することができるものなのだ。つまり、信者である私を通して、暗やみの勢力、サタンと悪霊の力は縛り上げられ、退けられるようになっているのだ。つまり、私は勝利の主人公になっているのだ。なぜならイエス様を信じたからです。自分で気づいていないだけであって、いままでの枠に振り回されてそれに気づいていないだけであって、イエス様を信じるというのは、もうひとりの助け主、聖霊が内側に永遠にともにおられる存在なので、もし皆さんが何かのことでぼーっと忘れていた場合には、聖霊がため息をしながら神様にお祈りを捧げるのです。「神様、あいつがいまああいう状態です。どのような方法で思い起こしていきましょうか」と相談されるのです。絶対に神の恵みを忘れることができない、神の恵みの奴隷となっていることを忘れてはいけません。ですから、自信を持って告白してください。宣言してください。霊的な戦いです。サタンはこの祝福を奪うことはできません。だから、騙しごとを通して騙そうとしているのです。この神の恵み、キリストより大きな何かがあるかのように騙します。問題がこの恵みより大きいかのように。人が大きいかのように。自分の弱さが、時に失敗したことが、このキリスト、キリストの本当の恵みよりさらに大きいかのように。それでキリストの恵みを忘れさせようと偽りの父と呼ばれる者が働いているのです。騙されなければいいのです。違うよと繰り返し告白してください。忘れないように。忘れることができません。士師記を繰り返す理由などありません。
では、神様の恵みを忘れることができない存在であれば、忘れないようにすることに留まらずに、積極的に神の恵みを思い起こすべきではないでしょうか。それさえあればいいのです。それが信仰生活であり、その結果、人生の勝利の門があらゆる角度から開かれるようになることを体験しないといけません。義人は信仰によって生きるわけです。弱さを言い訳にしたり、環境を言い訳にしたり、自分が過ちを犯したことを不信仰の言い訳にすることはできません。それより神の恵みが大きいわけですから。積極的に神の恵みの中にのめり込んでいく信者になりましょう。そのために神の恵みを確認するためのいちばんの絶好の場が礼拝です。礼拝をそういうところとしての認識をもって、礼拝の時に賛美を捧げる歌詞ひとつひとつ、祈りの内容ひとつひとつに集中して、特にメッセージは一言も落とさないように引き入れようという思いで臨み、神様の不思議な恵みがなんなのかを今日も確認していきますという思いで礼拝に集中してみてください。全部で1時間くらいで、メッセージは30分くらいではないでしょうか。それがすべての始まりなのです。その確認されました恵みをもって、普段から積極的に恵みを思い起こす習慣を身につけるようにしましょう。まずは朝目覚めた時に何もしないで真っ先に恵みの中に入っていきましょう。今日どんなスケジュールがあり、どんな悩みごとがあるか分かりません。また、体の具合がどうなのか、精神的な状態がどうなのか分かりません。とにかく歯を食いしばって恵みの中に入るように。そして、夜、目を閉じる前に、一日何があったか分かりませんが、永遠に変わらないこのキリストにある神の恵みの中に入るようにしましょう。最初は習慣になっていないので途切れることもいろいろあるかもしれません。諦めなければいいのです。またやってください。恩忘れを繰り返すのではなく、恵みを思い起こすことを繰り返しやってください。何より辛い時、何かがうまく行かない時、大変な時、精神的に混乱している時、感情がなかなか押さえられない時、そういったものを処理してから神に祈ろうとせずにそのままで、それを処理しようとせずに歯を食いしばって涙とともに、痛みとともに、憎しみの感情があればそれを持ったまま、キリストの中にある恵みの中に積極的に入っていかないといけません。多くの人が世の中で学んできた因果応報や道徳の基準に基づいて、このままでどうして祈りができるのか、何かが治まってからと思うでしょうけれども違います。私たちは恵みを忘れることができません。
私は一時期、明日が来るのが怖いと思うひどい鬱の状態に見舞われました。世の中のすべてがなんの役にも立たないと思う無気力な状態でした。ただ感謝なことは神の恵みを思い起こしてくださるのです。まだまだ弱いまま、まだ大変なまま、感情もついていけません。それにも関わらず歯を食いしばってキリストとキリストにある神のまことの恵み、すべてにまさる恵みの中に入って行きました。なんの変化もありません。それでもやりました。なんの変化もありません。でも、いまこのように皆さんの前でこの恵みを語っています。他に妙な方法、一獲千金のような方法を求めようとせずに、涙を流しながら悔しい思いとともに、精神的な思い煩いとともに、そのままでいいのです。聖霊はイエスの霊が宿る人には、そういう時でも恵みの方に引っ張っていきます。恵みを忘れないように思い起こしてくださるのです。それに勝てるものは誰もいません。サタンが感情に溺れるように、問題に溺れるように、人に溺れるようにさせるでしょうけれども、歯を食いしばってでも。これは偽善ではないかと思うでしょうけれども、まったくそうではありません。キリストにあるまことの恵みの中に入ること以外に方法はありません。すぐに変化がなくても大丈夫なのです。世界中の人が皆さんに指を指して悪口を言っているとしても、恵みの中に入るしかありません。これが神様が望まれることなのです。
そして、いますべてを成し遂げられたキリストである万軍の主で、いまも教会のかしらで世界を動かして教会に恵みを与えられるそのイエス・キリストを信じている人々の特権なのです。生きる方法です。皆さんの薄っぺらな計算によって微分積分、プラス、マイナス、そういうことをしないでください。理由がありません。失敗しました。失敗を抱えているままでいいのです。ある人が刑務所からどうしても自分を許せないと言いました。とても良心的で道徳的な人だと思います。平気でいる人よりはマシかもしれません。しかし、正解ではありません。そのような思いのまま、しかし、キリストの中に、恵みの中に入っていかないといけません。自分の良心が答えではありません。神様がイエス・キリストを通して、皆さんにもうひとりの助け主、聖霊を与えられました。うわべを見たり、人間的に比べて見ると、いろいろ違いがあるでしょうけれども、一切関係ありません。誰でもイエスを信じる者は、助け主、聖霊が宿っているのです。聖霊様のメインジョブは、信者がまことの恵みから離れないように、それを忘れないように、思い起こしてくださること、それにたっぷりのめり込んで溺れていくようにさせること、これが聖霊のメインジョブです。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。恩忘れの天才だった士師記のイスラエルを繰り返さないようにキリストが世に来られて、すべてに勝利なさって、助け主、聖霊を通して、いま信じる私たちの内側におられ、まことの恵みイスラエルが届かなかったキリスト、キリストにあるまことのいのちの恵みを思い起こしてくださり、積極的にそれに私たちをのめり込むようにしてくださるこの特権、この恵みを感謝いたします。どうか信徒ひとりひとりが神の恵みに溺れていくように、サタンがいろいろな方法で邪魔をしますが、すべてを退けてありのままキリストの恵みの中に無条件入っていくように、そこにある勝利を体験できるように、暗やみの力、悪霊の力が退けられる勝利を体験できるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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